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１ 研究の趣旨 

 小・中学校学習指導要領では，言語能

力，問題発見・解決能力とともに情報活

用能力が学習の基盤となる資質・能力と

して位置付けられた。「教育の情報化に

関する手引き（文部科学省）」では，「こ

れからの学びにとっては，ＩＣＴはマス

トアイテムであり，ＩＣＴ環境は鉛筆や

ノート等の文房具と同様に教育現場に

おいて不可欠なものとなっている」と記

され，教育現場ではＩＣＴを活用した学

習活動の更なる推進が求められている。

「ＧＩＧＡスクール構想」が前倒しとな

り，福島県内の小・中学校においてもＩ

ＣＴ環境が急速に整備された。しかし，「福島県の情報教育の実態等に関する調査」によると，小・中

学校ともに教員のＩＣＴ活用スキルに関する課題が多く挙げられており，教員のＩＣＴ活用スキルア

ップに向けた体制づくりが急務となっている。本研究では，ＧＩＧＡスクール構想で示す学びの変容

イメージ「ステップ１」の前段階を「ステップ０」と位置付けて，日常的な活用を提案することによ

り，１人１台端末活用の在り方について研究を進めることとした。 

 

２ 研究の概要 

(1) 「福島県の情報教育の実態等に関する調査」の実施 

   県内全ての学校を対象とした実態調査をＷｅｂ上で実施し，情報教育における課題を明らかにす

る。また，見えてきた課題から，改善の方法を検討し，研究協力校における実践に生かす。 

(2) １人１台端末の日常的な活用方法についての提案 

 ① 「ステップ０」（Ａ：スキルアップに向けた体制づくり，Ｂ：スキルアップに向けた研修，Ｃ：

日常使い）を提案し，教員及び児童生徒の日常的な活用につなげる。 

② 教育センターの研修（出前講座も含む）においてＩＣＴの日常的な活用について提案するとと

もに，学校におけるＩＣＴの日常的な活用についての実践事例を収集し，発信する。 

  

３ 成果と今後の課題 

(1) 研究の成果  

① 「福島県の情報教育の実態等に関する調査」の結果分析から，情報教育に関する実態を把握する

ことができた。その実態を踏まえ，研究協力校にＩＣＴの日常的な活用について提案することが

できた。 

② 研究協力校において「ステップ０」（Ａ：スキルアップに向けた体制づくり，Ｂ：スキルアップ

に向けた研修，Ｃ：日常使い）を提案し，ＩＣＴの日常的な活用につなげることができた。 

 (2) 今後の課題 

① 教員，児童生徒ともにＩＣＴ活用スキルに差異があるため，今後も日常使いを推進し，スキル

の向上を図る必要がある。 

② 学校におけるＩＣＴの日常的な活用を図るために，実践例をまとめ発信していく必要がある。 

 

図１ ステップ０と学びの変容イメージ 


